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退職給付制度の変更（確定拠出年金制度の導入）に関するお知らせ 

 

当社及び当社の連結子会社の一部は、現行の退職給付制度の一部について、平成25年４月２日から

確定拠出年金制度に変更することといたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、今回の制度変更は、厚生労働省における確定拠出年金規約の承認を前提としております。 

 

記 

 

１． 制度変更の目的 

当社及び当社の主要な連結子会社では、退職一時金制度と確定給付企業年金制度の２つの制度

を採用しておりますが、現行制度では、退職給付費用の変動等による企業収益の変動リスクの増

大が企業経営上の大きな課題となってきております。そのため、退職一時金制度の一部を確定拠

出年金制度に移行することにより、企業会計への影響を縮小し、かつ、長期的に安定的な退職給

付制度の構築を目指すことといたしました。 

 

２． 制度変更の概要 

現行制度は、確定給付企業年金制度約50％と退職一時金制度約50％で構成されております。今

回の制度変更は、このうちの退職一時金制度の約60％相当を確定拠出年金制度に移行するもので

あり、その結果、新制度は、確定給付企業年金制度約50％、確定拠出年金制度約30％、退職一時

金制度約20％の割合で構成される、３つの制度の併用となります。 

 

３．業績に与える影響 

当該退職給付制度の変更により、来期以降は、退職給付債務の減少による年金費用の削減等が

見込まれますが、平成25年３月期（以下「当期」という。）においては、退職給付債務の減少に応

じて未認識数理計算上の差異を一括償却するため、特別損失が発生する可能性があります。なお、

当該特別損失の額ならびに当期の連結業績に与える影響額は、当期末における退職給付債務及び

年金資産の時価等の数値によって確定されるため、現時点では合理的に見積もることが困難です。

今後、開示の必要が認められる場合には、速やかにその影響額等について開示いたします。 

以 上  


